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研究成果の概要（和文）：本研究は，作業科学の視座と研究方法を用い，言葉を使って自己の状況を十分に説明できな
い中等度から重度の「認知症高齢者」に対して，彼らが日常を過ごす居住環境での作業の発現と変容過程を明らかにし
，『生活再構築アプローチ』の開発に向けた基礎資料の提供を行った．
その結果，認知症高齢者には，居住環境との関わりの中で行為の発現が認められたが，それらが意味のある活動として
まとまりを得る過程においてはその意味や文脈を媒介する職員や人々の存在が重要であることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the construction process of 
occupations for elderly persons with dementia who couldn’t explain their own meaningful occupations 
through language from an occupational science perspective. Data was collected using a fieldwork approach 
over one year at a long-term facility for dementia patients in Hokkaido, Japan. Data was analyzed using 
qualitative research methods focusing on the process for the emergence and transformation of occupations. 
During this study, actions or activities were found for some residents through active interaction with 
the environments within the facility. However, lack of occupational unity in those behaviors, resulting 
from intrinsic and extrinsic factors, brought difficulty to the process of constructing occupations.

研究分野： 作業科学，作業療法学
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  １版



１．研究開始当初の背景 

わが国では，急速な高齢化に伴い認知症高

齢者も増加し，認知症の予防とケア，リハビ

リテーションのあり方が問われている．現在，

認知症ケアにおいては，BPSD（認知症に伴

う行動・心理状態）への対応，その人らしさ

を尊重したパーソンド・ケア，家族支援等が

行われている．他方，認知症のリハビリテー

ションでは，認知機能の維持・向上や心理的

安定，対人交流の拡大を目的とした非薬物療

法や，行為障害を軽減するための環境調整と

関わり方の検討も進んでいる．また，自分ら

しい生活の実現に向け，認知症高齢者が生き

がいを感じられる活動や役割の提供も試みら

れている．しかしながら，援助の対象者が，

自らの状況や望む活動について言葉を使って

説明することができない場合，その症候学的

特徴から周辺環境と適切な関係を築くことが

難しく，援助者はその混乱した状況への対応

に追われ，認知症高齢者が本来行おうとして

いた能動的な行為を見逃すことも多いと考え

られる． 

以上を踏まえ，本研究では，生物医学と社

会科学の学際的な視座をもつ「作業科学」の

枠組みを用いて認知症高齢者の日常生活にお

ける「作業」を捉える．作業科学は，人々が

日常営む諸活動を「作業」と呼び，作業の形

態，機能，意味，そして作業を営む人々の研

究を行う学問である．ここでは，作業は人々

がそこに付与する個人的，社会的な意味を含

むとともに，人々の健康や幸福に影響すると

の前提にたっている．さらに，作業科学の視

座を用いることで，認知症高齢者が居住環境

の中で営む日常の活動（すなわち，作業）を，

主体の意思や認知機能を含めた個人因子だけ

ではなく，時間的文脈，空間的文脈，文化的

文脈から全体論で捉え，包括的な支援策の検

討につなげることができる．  

 

２．研究の目的 

１）本研究の目的は，作業科学の視座と研究

方法を用い，言葉を使って自己の状況を十分

に説明できない中等度から重度の「認知症高

齢者」に対して，彼らが日常を過ごす居住環

境での作業の発現と変容過程を明らかにする

ことである．これにより，人―環境―行為（活

動）をつなぎながら認知症高齢者の日常の活

動を援助することで，その人が積み上げてき

たその人らしさと誇りある生活の構築を目指

す『生活再構築アプローチ』の開発に向けた

基礎資料の提供を行うものである． 

 

３．研究の方法 

本研究は作業科学と医療人類学の学際共同

研究である． 

 

１）現地（フィールドワーク）調査 

本研究は，少人数単位で家庭に近い居住環

境を提供する認知症対応型共同生活介護（以

下，グループホーム）のうち，継続的な調査

への同意が得られた特徴が異なる２施設にて

調査を実施した．対象は，そこに入居する認

知症高齢者，職員，面会に来る家族であった．

データ収集には，フィールドワークとインタ

ビューを行った．研究責任者と研究分担者が，

それぞれ月１回から４回の参与観察を断続的

に行った． 

①参与観察：研究者は，入居中の高齢者が余

暇活動，家事，セルフケア等を行う場面にい

て，より自然な状態における日常生活活動（す

なわち，作業）に焦点をあて，行為，会話，

職員と高齢者，高齢者同士の関わりを観察し



フィールドノートに記録した． 

②インタビュー：施設職員とカンファレンス

を実施し，調査報告とインタビューを行った． 

 

２）文献調査 

作業科学と関連する領域の文献調査を行い，

収集したデータの解釈に最もふさわしい作業

科学の理論を検討した． 

 

４．研究成果 

１）調査施設の入居者のうち，環境への能動

的な働きかけが認められた３名を対象に，彼

らが環境へ働きかける行為とその変容パター

ンを明らかにした．分析の結果，３名の入居

者が環境に働きかけた場面は合計７６場面で

あった．それらは働きかけの目的から「承認・

支持」「援助・協力」「世話・配慮」「確認」「感

情表出」の５つのカテゴリーに分類された．

さらに，３名の入居者が環境に働きかける行

為について，その発現と変容の過程に着目し

たところ，４つの変容パターンが見出された．

すなわち，①職員に先導されて行為が発現し，

周囲の人々と行為の意味を共有し，意味ある

行為や作業へと展開する，②職員に先導され

て行為が発現するが，周囲の人々と行為の意

味が共有されず，意味ある行為や作業へ展開

しない，③各対象者がアクセスしやすい環境

刺激へ働きかけることで行為が発現し，周囲

の人々と行為の意味を共有し，意味ある行為

や作業へとさらに展開する，④各対象者がア

クセスする環境刺激へ働きかけるが，周囲の

人々と行為の意味が共有されず，意味ある行

為へと展開しない，の４つのパターンが認め

られた．以上より，３名の入居者の環境への

働きかけは，職員の行為に先導されて生じる

場合と，対象者がアクセスしやすい環境につ

ながって生じる場合があった．また，行為が

生じた後，行為の意味が周囲の人々（職員・

家族ほか）と共有されるかどうかによって，

行為の成立や作業への展開が異なることが示

唆された．  

 

２）認知症高齢者が生の基盤を他者に依存し

ながらも，能動的に他者に働きかけて自立や

尊厳を保とうとする行動を分析し，それをふ

まえて介護者が「自立と援助のバランス」を

いかに考慮し，入所者の生活支援に活かして

いくのかということを考察した．調査から，

２つのテーマが明らかとなった．〔他者への気

遣い〕入所者のほとんどは，生きるために最

低限必要なことを介助されて生活しているが，

自分ができること，人のためにしたいことは

行い，他者にささやかな気遣いをする．ある

人は，自分で歩くこと，だれかに関心を示す

こと，だれかの膝から落ちた毛布を拾ってた

たむことを何の意図もなくしている．またあ

る人は，他の人が咳をすると心配そうな表情

をしている．またある人は，だれかが何気な

く発したことばに反応し，会話をつなごうと

している．こうした他者への気遣いに，介護

されながらもなお主体的に他者とかかわろう

とする意思があらわれている．〔記憶の世界で

つむがれるいのち〕入居者の行動や会話を読

み解くと，離れて暮らす家族や親族との関係

が，それぞれの人の記憶の世界で，今もなお

つむがれていることがわかる．ある人は，調

査者に会うたびに「いつ来たの，一緒に帰ろ

う」と気持ちを高揚させる．記憶の世界が現

実を包み込み，調査者のそばをはなれようと

しない．しかし，職員が，その人にクッショ

ンをもたせて，「もう少ししたら食事だよ」「明

日にしよう」と話しかけることによって，そ



の人の記憶の世界で生起する反応は，「帰宅願

望」と解釈され，それへの一般的な対処法で

抑制され，本人も現実の世界に戻っていく． 

 

３）フィールドワーク調査期間に大腿骨頚部

骨折を受傷し骨折後早期に以前の生活を取り

戻した一事例を対象に，受傷前後の環境との

関係と作業の変容過程を検討した．特に，環

境との関係については，他入居者，職員，そ

して事例を取り巻く空間や場所に着目して分

析を行った．その結果，受傷後の回復過程で

は，事例と他入居者との関係や事例の作業が

明らかに異なることが認められた．すなわち，

受傷後には，事例から他入居者へ働きかける

場面が増加するとともに，以前は認められな

かった他入居者との交流や共に作業を行う様

子が観察された．このような変化は，安全・

安心を確保するために職員が事例に対してと

った関わり方や居住スペースの変更がきっか

けとなり，事例の自分自身に対する経験と事

例を取り巻く人々に対する経験が変わったた

めに生じたことが示唆された．  

 

４）「書き物をする」という日課の遂行におい

て，行為の保続や断片的な遂行が認められた

事例を対象に，行為の発現と変容の過程並び

に行為遂行中の事例の経験を検討し，作業の

構築過程を考察した．その結果，彼女が日常

的に遂行している日課は，必ずしも明確な終

わりがなく，日課を構成する一部の行為が繰

り返された．また，行為の遂行は環境刺激に

よって容易に阻害され，作業としての行為の

まとまりを欠いていた．作業の構築に至らな

かった背景には，行為遂行の目的の保持に関

わる事例の認知機能障害に加え，一貫性のな

い用紙やそこに書かれた断片的な文字といっ

た外的な要因のため，作業を形作る文脈の喪

失が関与していたことが示唆された．  

 

５）認知症ケアにおいて馴染みの関係の重要

性が指摘されているが，その構築過程につい

ては十分な報告がない．そこで，認知症高齢

者が，日常を過ごす居住環境の中で日々の作

業を通してどのように馴染みの関係をつくり

経験しているかを検討した．中等度から重度

の認知症高齢者を対象とした本研究の結果で

は，馴染みの関係は，決まった人々との間で

結ばれる固定された関係ではなく，作業を通

してその時々に構築される動的な過程であり，

入居者の働きかけを媒介する人の存在が重要

であることが示唆された． 

 

６） 作業科学における場所と作業の関係に関

わる文献を調査し，これまでのフィールドワ

ーク調査で得た示唆をもとに『生活再構築ア

プローチ』の開発に必要な視座を検討した．

作業科学は，私たちの作業と環境や場所との

深い結びつきを指摘しているが，場所を外的

な側面や位置といった特徴から捉えるだけで

はなく経験的な側面からも捉え，作業に対す

る環境や場所の影響が検討されるに至った

（Zemke, 2004, Hamilton, 2010，Hseelkus, 

1998, 1999）．特に近年は，人が作業と結びつ

く過程におけるプレイス・メイキングが着目

されている（Zemke, 2004, Johansson et al, 

2013）．認知症高齢者の支援に関して，この

概念は従来のスタティックな環境支援から動

的なプロセスへの働きかけへと転換する重要

な視座となりうることが示唆された．  
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